
マスコミ関係各社様 
長瀬区・上長瀬区の                             ２００４年５月吉日 
区民の皆様 

長瀬小学校小規模特認校推進委員会  
                                     会長 木平 通也 
 

学校存続問題講演会の開催について 

 
新緑の候、皆様にはますますご健勝のことと存じます。 
日頃は、育友会をはじめとする長瀬小学校の運営や活動に、格別のご支援を賜りありがとうございます。 
特認校制度も試行後１年と数ヶ月が経過しましたが、現在１名の特認生を迎えるに至っただけの状態です。

長瀬地域の児童数は、ここ数年で激減し、全校児童が１０名を切る事が予測されます。行政当局では、財政

非常事態宣言化に有ることから考え、学校統廃合を検討している事は、みなさんご承知の通りです。 
小学校は児童教育の原点であるだけでなく、地域教育・文化の中心であります。区民の皆様には、現状を

認識していただき、一致協力して制度の成功と学校存続にご協力頂きますよう重ねてお願い申しあげます。 
さて区民のみなさまにご協力頂くにあたり、下記日程で特認校制度及び学校存続問題講演会の開催を計画

いたしました。万障お繰り合わせの上、多くの方に参加を頂きますようお願いいたします。 
 
記 

日  時   ２００４年 ７月 ４日（日）  １３：３０ ～ １６：００ 
        （午前中は、特認校見学会開催：公開授業と七夕集会） 
場  所   長瀬小学校体育館 
内  容   ① 特認校制度について 

         亀山市立白川小学校 校長  楳
うめ

谷
や

 英一  先生 
② 学校存続に関して 

青山町立上津小学校 ２００２年度ＰＴＡ会長   浦山 正夫  様 
          ２００２年度ＰＴＡ副会長  廣岡 洋子  様 

 

白川小学校は県内で最も早く特

立ち上げ以前より小規模校の特性

に、新たな取り組みにも、次々と

お聞かせ頂けると思います。 
また上津小学校は、今年度青山

が中心となって最後まで統合反対

う予定です。 
～講師先生のプロフィール～ 
認校制度を立ち上げ、成功している学校です。楳谷校長先生は、制度

を活かした学校づくりに取り組まれ、制度への理解だけでなく、さら

挑戦されています。成功体験や失敗談だけでなく、いろいろなお話を

小学校に統合され、廃校となりました。浦山様・広岡様には、保護者

を訴えた経験談、統合後の子どもたちや、地域の様子等をお聞かせ願


